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本学の研究推進に向けた組織整備構想

■超域学術院に代表されるような「強く成長できた部門
をさらに強くする」体制の構築

■「若手研究者が大きく育成できる研究環境を整備し，
次世代の研究発掘で新しいトップ研究を育成する」体
制の構築

これらを実現するため，ＵＲＡを導入し，効率的
な研究支援体制の整備・構築
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ＵＲＡ組織体制の整備状況（H24.9～H26.3）
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ＵＲＡ組織体制の整備状況（H26.4～）

ＵＲＡと事務組織が一体となった研究支援体制を整備
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ＵＲＡの雇用状況

■補助金雇用による研究系ＵＲＡ ４名

■事務職員兼務による事務系ＵＲＡ ２名

■教員等兼務によるシニアＵＲＡ ７名
専任シニアＵＲＡ１名については，現在公募手続中

ＵＲＡの雇用に係る方針

■本学が求めるＵＲＡ選考方針に適う人材の確保

■事務系ＵＲＡの常置化

■自己財源によるＵＲＡ雇用数の増とキャリアパスの整備
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ＵＲＡの業務内容

研究系・事務系ＵＲＡ

専門分野の強化に向けて，

延べ５研究プロジェクトを支援

（競争的な外部資金の申請支援，
国の政策・研究動向等の情報収集等）

若手研究者を支援

超域学術院の研究プロジェクト支援に加え，研究企画を担う

ＵＲＡ人材育成のため，科研費等の全学的なプロジェクトも支援
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ＵＲＡの業務実績

■大学等シーズ・ニーズ創出強化支援事業 （採択）

■革新的イノベーション創出プログラム（ＣＯＩ ＳＴＲＥＡＭ）

サテライト拠点 （採択）

■厚労科研費，ＪＳＰＳ国際交流関係事業等申請支援（結果待ち）

■科研費（Ｈ26年度申請）の申請支援業務から
○科研費獲得に向けた学内公募説明・相談会の実施により

本学全体で採択率が対前年度比2.1%上昇
○若手研究者向け支援強化相談会の結果

若手研究（Ｂ）新規採択： ６０件

若手Ｂ採択率：ＵＲＡ個別支援あり 58.8％ ＵＲＡ個別支援なし 32.1％
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ＵＲＡ能力開発プログラムの策定

■平成２５年度に試行版として，「新潟大学リサーチ・アドミニスト
レーター育成プログラム」を整備（随時，改定の予定）

■育成プログラムは各々の能力に応じたＯＪＴ及びＯＦＦ－ＪＴの
構成により整備

■ジュニアＵＲＡとして職層に応じた４つのランクを整備

■ＯＪＴプログラム

・主として，外部資金の申請に関わるもので，実地トレーニング
プログラムとして整備

■ＯＦＦ－ＪＴプログラム

・主として，ＵＲＡ業務に必要な知識の習得を目的とするもので，

学内外の研修会等に参加させるプログラムとして整備
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ＵＲＡのキャリアパスについて①

■新潟大学ジュニアＵＲＡ学内資格認定基準の整備

・ＵＲＡとしての４つのランクに応じたスキルを示す
「ＵＲＡ学内資格」を認定

・認定の際に，ジュニアＵＲＡ評価シートにより業務
評価を実施

・シニアＵＲＡ学内資格認定基準は検討中
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新潟大学ジュニアＵＲＡ学内資格認定基準（概略版）
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ＵＲＡのキャリアパスについて②

■研究ＵＲＡ職（仮称）としてのキャリアパス構想

・事務職員をモデルに制度設計

・研究ＵＲＡ職の一般職員から課長相当職までのキャリアパスを
整備
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事業終了後のＵＲＡ雇用計画について

■雇用経費

・研究推進業務を担うＵＲＡの定着に向けて学内経費を充てる

■雇用人数

・ＵＲＡの業務実績，業務量を精査し，雇用人数を決定

■雇用形態

・平成２７年度以降の２年間は，更なる育成に向けた取り組みを
行うため，任期付の特任専門職員として雇用予定

・平成２９年度以降は，業務評価を実施した上で，無期雇用とす
る「研究ＵＲＡ職（仮称）」として雇用予定
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